

























































































































































































える工藤時 が、前年の正応五年から得宗家公文所執事を勤めている。杲暁から一代下ると、 「次郎右衛門尉」を名乗る工藤貞祐の活動初見が徳治二年（一三〇七）である。このような別流の活動年代から、系図上では、 「工藤右近は宗光、その父で貞時の娘の乳母夫を務めたの 頼光に比定される。　
杲暁が公文所執事を勤めたこの時期は、 「執事輔佐家」






れている。文保二年 （一三一八） および元応元年 （一三一九）の鎌倉殿中問答は上代に記録が く 本記録も偽書の可能


















































































日状に申て候へとも、 便宜候ハて、 いまた不進候 今度進候此上者、自元用意候ハむ御使そ、早々に下向も候はむすれハ、いそき可被下候、進物ハ大刀・鎧はかりにて へく鎧持下候ハんもわつらひにて候 ゝ 是に下品のハ候ヘハ

































人の可能性があ 。当該部分は「尼御 「ふかさわ殿」「 〈三郎左衛門入道妻〉 」 「工藤殿」 「美濃殿播磨殿」 ・・・と墨が継がれており、間で区切られるように見えるからである。もちろん墨継ぎのみによって別人であることが確定するわけではないが、傍線部１は「尼御乳母・ふかさわ殿〈三郎左衛門入道妻〉 ・・・」と読む可能性が高いと考えられる。　
よって長崎思元の妻は乳母ではなく、 座所に祗候して











































殿役也、 其外近衛殿・宰相殿以下 前祗候云々、 見めもよく、ふるまいもよく候とて、御所ニても太守にても、御称美之由承候之際、 喜悦無申計 又
（
殿御料人事、 内々御乳母にて、




















という名乗りや、 「御わたり御いたわしく候とて」という姿からして、この女性も邦時の直接 乳母で なく、より高齢の女性と思われる。例えば先代（高時）の乳母、すなわち前項に見た長崎円喜の妻である可能性が考えられる。　
若君・乳母・女房と同じ空間に、こうした女性が共に存





このように、 盛綱、 頼綱、 高綱と継承されてきた長崎（平）














































































































































































































































	 得宗領の知行、妻に給付さ 所領 代官 ｄ） 。
・
	 得宗家の行事へ 負担・参加（ｅ） 。
　
こうした女房の活動を経済的に支えるために、得宗領か
らの年貢徴収や、 女房への所領給付などが行われ、 「上表（辞職） 」するまで収入を得られたであろう。また取次ぎ役などによって金銭を得たことも考えられる。　
史料的制約は如何ともし難 が、鎌倉後期の得宗家には



































得宗家の乳母・乳母夫を務めることができ、 長崎（平）氏は、そのような関係を少なく も北条高時の代まで、世襲的に維持していた。公的な役職ではないが、 れは細川氏 言う「特権的」な地位の一つと見ることができ、被官層の位置づけとしても先行研究の成果に接合できる。　
すなわち、乳母・乳母夫・女房衆という側面からも、得



























社会に於ける婚姻関係─北条氏の場合─」 （ 『学習院史学』一八、一九八一 。得宗家に嫁した女性に関しては湯山学「北条貞時の恩人・播磨局浄泉」 （ 『相模国の中世史
　
上』




（１）参照。初出は一九八八年） 、同「尾藤左衞門入道演心について」 （同氏前掲著。初出は一九九六年） 、岡田清一「御



























（（）		 「遠野南部文書」仁治 年十月一日北条時頼袖判沙弥成阿奉書。および 「斎藤文書」 同日付北条時頼袖判沙弥盛阿奉書。それぞれ『青森県史
	 資料編
	 中世一』五号、三八二号。





















































（（）		 「金沢文庫文書」 。 『神』二四四八号。
（


















名乗らせ、得宗後継者として幼年時に指名されるこ で、家督継承の安定化をもたらしたことを指摘してい 。同氏「得宗家嫡の仮名をめぐる小考察─四郎と太郎─」 阿部猛編 『中世政治史 研究』 日本史史料研究会、 二〇一〇年） 参照。

















寿を連れて立ち去ろうとすると、 「御乳母ノ御妻」は徒はだしで人目も憚らず走り出で、泣いては倒れ、倒れて 起きて追いかけようとしたという。御局・乳母・女房が日常的に得宗家において子息の養育に当たっていたこと、彼女らが得宗の子息と強 紐帯で結ばれてい こ 窺わ るエピソードである。 『太平記』巻十 亀寿殿令落信濃事付左近大夫偽落奥州事」参照。
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